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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

　回次
第73期

第１四半期
連結累計期間

第74期
第１四半期
連結累計期間

第73期

会計期間
自 2021年４月１日
至 2021年６月30日

自 2022年４月１日
至 2022年６月30日

自 2021年４月１日
至 2022年３月31日

売上高 (百万円) 50,603 55,924 229,514

経常利益 (百万円) 965 1,323 9,589

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

(百万円) 558 1,075 4,482

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 487 742 4,807

純資産額 (百万円) 39,407 48,653 48,543

総資産額 (百万円) 143,679 162,660 157,921

１株当たり四半期（当期）純利益    (円) 60.14 91.33 410.56

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

   (円) － － －

自己資本比率    (％) 25.4 28.0 28.8
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しており

ません。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

①経営成績

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染者が減少し経済活動の正常化が進

み、景気の持ち直しの兆しが見られましたが、ウクライナ情勢の長期化、資源価格の高騰や急速な円安の進行な

ど、先行き不透明な状況となっております。

住宅業界におきましては、長期化する新型コロナウイルス感染症拡大の影響、建設工事費の高止まり等によ

り、当社の事業と関連のある新設住宅着工戸数は、前年同期比1.3％減の218千戸、持家は8.9％減の65千戸と

なっております。また、当社の企業ルーツである木材流通業界においては、「ウッドショック」以降、長期間に

わたり木材価格が高値で推移しております。

このような状況の中、当社グループは、2021年５月12日に発表した中期経営計画に掲げた諸施策を実行してま

いりました。また、当社は株式会社ヤマダホールディングスとの資本業務提携により、住生活産業に係る事業等

で包括的に相互の事業発展を進めております。

その結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間における売上高は559億24百万円(前年同期比10.5％増

加)、営業利益は13億52百万円(前年同期比27.6％増加)、経常利益は13億23百万円(前年同期比37.1％増加)、親

会社株主に帰属する四半期純利益は10億75百万円(前年同期比92.4％増加)となりました。

当社は、持続的な成長及び更なる企業価値の向上を目指し、新たにステートメント(宣言)「『彩りある未来』

を想創（ソウゾウ）します」を、理念体系の最上位に掲げました。

また、ステートメント実現のための新たな取り組みとして、木質空間コンセプト「ＷoＷooＤ™(ワウッド) ～

人と木と、ときめきをもっと。～」（注）をキーメッセージとした全社横断型プロジェクトを立ち上げ、木への

「ときめき」で幸せを感じ、暮らしに彩りを添える空間提案を開始いたしました。

 
（注）「ＷoＷooＤ™」は「Ｗow(ときめき)＋Ｗood（木）」の造語。木をもっと身近なものにしていきたいとの

想いから生まれた当社グループの新たな木質空間コンセプト。自然由来である木ならではの効能とデザイ

ン性がもたらす、木への「ときめき」で幸せを感じ、暮らしに彩りを添える空間提案をしてまいります。
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②セグメントごとの経営成績

ア 建築資材事業

「ウッドショック」以降高止まりしていた木材価格は、引き続き高値で推移し木材売上高が増加しまし

た。

当社は、中期経営計画に掲げた重点戦略である国産材の利活用促進のため、構造材や内外装材などに国産

材を取り入れる「国産材プレミアムパッケージ」を提案したほか、非住宅分野に取り組み、建物の木造化・

木質化の促進に努めました。当社のオリジナル商品である、飫肥杉（注）の大径木を利用した高耐久赤身材

「ＯbiＲＥＤ®（オビレッド）」、独自の表層圧密技術を施した国産杉の無垢材「Ｇywood®(ギュッド)」が、

エクステリアメーカーや家具・建材メーカーに採用されております。

同商品は、当社の新たな木質空間コンセプト「ＷoＷooＤ™(ワウッド)」に取り入れ、お取引先様へのオ

フィスビルの木質化の提案や、お客様への居住木質空間の提案等に活用しております。また、ナイス本社ビ

ルの木質化リノベーションにおいて随所に採用いたしました。

また、物流体制の再構築及び強化に向けた取り組みとして、「関東物流センター」の第２期工事を着工い

たしました。

これらの結果、売上高は471億３百万円(前年同期比18.5％増加)となり、営業利益は18億58百万円(前年同

期比4.8％減少)となりました。

 
（注）飫肥杉（おびすぎ）

宮崎県飫肥地区で約400年の歴史を持つ杉材で、中心の赤身部分は、一般的な杉材と比べて油分が多

く含まれており、防腐・防蟻性能に優れ、高い耐久性を有しています。

 
イ 住宅事業

前期に引き続き、中期経営計画の重点戦略である住宅ストックの活用及び既存住宅流通に係る事業等の強

化・拡大を図るなど持続的な成長につながる収益基盤の構築を進めてまいりました。その結果、管理その他

に含まれる既存住宅流通に係る事業の売上高が増加いたしました。

新築マンションは、2023年１月及び３月に売上計上予定のマンションの契約は順調に推移しましたが、売

上計上戸数は前年同期を下回りました。

これらの結果、売上高は66億28百万円(前年同期比23.2％減少)、営業損失は３億79百万円(前年同期は営業

損失４億98百万円)となりました。

なお、新たに当社グループが掲げた木質空間コンセプト「ＷoＷooＤ™（ワウッド）」を具現化する取り組

みとして、横浜市の賃貸マンション「NICE LIVE REST 上末吉」では、エントランス及びフェンスなどの共用

部に木の温かみで暮らしに彩りを添えるリノベーションを行いました。また、買取再販事業として購入した

川崎市の当社分譲マンション「アイランドグレース」の居室では、中古マンションの内装に木の温かみ・デ

ザイン性を随所に取り入れたリノベーションを行い「人に優しい空間」を提案しております。

 
ウ その他の事業

その他の事業には、一般放送事業（有線テレビ放送事業）等の生活関連サービス事業、建築工事事業等が

含まれております。一般放送事業を行うＹＯＵテレビ株式会社や、ソフトウェア開発事業及びシステム提供

事業を行うナイスコンピュータシステム株式会社が堅調に推移した結果、売上高は21億92百万円(前年同期比

1.5％減少)、営業利益は３億24百万円(前年同期比82.7％増加)となりました。

 

EDINET提出書類

ナイス株式会社(E02584)

四半期報告書

 4/22



 

③セグメントごとの連結売上高及び連結営業利益

売上高   (単位：百万円)

セグメント
前第１四半期連結会計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

前年同期比(％)

建築資材 39,749 47,103 18.5

住宅 8,629 6,628 △23.2

その他 2,225 2,192 △1.5

合計 50,603 55,924 10.5
 

 
営業利益   (単位：百万円)

セグメント
前第１四半期連結会計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

前年同期比(％)

建築資材 1,952 1,858 △4.8

住宅 △498 △379 －

その他 177 324 82.7

消去又は全社 △570 △450 －

合計 1,060 1,352 27.6
 

 
(参考)財務指標  (単位：％)

 
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

売上高総利益率 16.7 14.2

売上高営業利益率 2.1 2.4

売上高経常利益率 1.9 2.4

自己資本比率 25.4 28.0
 

 
④財政状態

総資産は、前連結会計年度末に比べ47億38百万円増加し、1,626億60百万円となりました。これは、建築資材

事業における商品の増加、住宅事業における開発用不動産の仕入により販売用不動産が増加したことなどによる

ものです。

負債は、前連結会計年度末に比べ46億29百万円増加し、1,140億７百万円となりました。これは、法人税等の

納付による未払法人税等の減少、仕入債務及び借入金の増加などによるものです。

純資産は、前連結会計年度末に比べ１億９百万円増加し、486億53百万円となりました。これは、親会社株主

に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金の増加、配当金の支払い及び退職給付制度の改定による退職給

付に係る調整累計額の減少などによるものです。

 
⑤重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

当第１四半期連結累計期間において、重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定に重要な変更はあり

ません。

 
⑥資本の財源及び資金の流動性についての分析

当第１四半期連結累計期間において、資本の財源及び資金の流動性の重要な変更はありません。
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(2)経営方針・経営戦略、経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

当第１四半期連結累計期間において、経営方針・経営戦略、経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な

指標等の重要な変更及び新たに定めた経営方針・経営戦略、経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指

標等はありません。

 
(3)優先的に対処すべき事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 
(4)財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

当第１四半期連結累計期間において重要な変更及び新たに定めた基本方針はありません。

 
(5)研究開発活動

該当事項はありません。
 

(6)従業員数

当第１四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。
 

(7)仕入及び販売実績

当第１四半期連結累計期間において、仕入実績及び販売実績の著しい増減はありません。
 

(8)主要な設備

当第１四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末における計画

の著しい変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 29,069,600

計 29,069,600
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2022年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(2022年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,143,719 12,143,719
東京証券取引所
スタンダード市場

完全議決権株式であり、権
利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式
単元株式数　100株

計 12,143,719 12,143,719 ― ―
 

(注) 発行済株式のうち、387,600株は、現物出資(金銭報酬債権749百万円)によるものであります。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2022年４月１日～
2022年６月30日

― 12,143 ― 24,404 ― 12,931
 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」につきましては、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日（2022年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

① 【発行済株式】

2022年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式 283,400

 

―
権利関係に何ら制限のない当
社における標準となる株式
単元株式数　100株

(相互保有株式)
普通株式 82,900

 

― 同上

完全議決権株式(その他) 普通株式 11,740,200
 

117,402 同上

単元未満株式 普通株式 37,219
 

― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 12,143,719 ― ―

総株主の議決権 ― 117,402 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が200株(議決権２個)含ま

れております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式８株及び相互保有株式(ナイスコミュニティー

株式会社)91株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

2022年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)      

ナイス株式会社
神奈川県横浜市鶴見区
鶴見中央四丁目33番１号

283,400 ― 283,400 2.33

(相互保有株式)      
ナイスコミュニティー
株式会社

神奈川県横浜市鶴見区
鶴見中央三丁目２番13号

82,900 ― 82,900 0.68

計 ― 366,300 ― 366,300 3.02
 

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2022年４月１日から2022年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、ＵＨＹ東京監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 29,107 32,139

  受取手形、売掛金及び契約資産 37,225 35,212

  電子記録債権 9,463 10,438

  有価証券 4,000 －

  商品 11,309 14,961

  販売用不動産 9,871 11,726

  未成工事支出金 510 697

  その他 4,772 5,939

  貸倒引当金 △167 △171

  流動資産合計 106,094 110,942

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 9,659 9,762

   土地 27,762 27,812

   その他（純額） 2,520 2,445

   有形固定資産合計 39,942 40,019

  無形固定資産 565 587

  投資その他の資産   

   投資有価証券 6,483 6,450

   その他 4,957 4,794

   貸倒引当金 △121 △134

   投資その他の資産合計 11,318 11,110

  固定資産合計 51,826 51,718

 資産合計 157,921 162,660
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 23,408 25,009

  電子記録債務 12,273 14,309

  短期借入金 26,655 30,008

  １年内償還予定の社債 40 40

  未払法人税等 1,780 143

  引当金 1,758 739

  その他 7,816 9,388

  流動負債合計 73,733 79,638

 固定負債   

  社債 40 40

  長期借入金 24,981 23,580

  退職給付に係る負債 1,244 1,218

  その他 9,378 9,530

  固定負債合計 35,644 34,369

 負債合計 109,378 114,007

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 24,404 24,404

  資本剰余金 13,325 13,325

  利益剰余金 9,210 9,692

  自己株式 △828 △828

  株主資本合計 46,111 46,593

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 195 184

  繰延ヘッジ損益 123 117

  土地再評価差額金 △402 △402

  為替換算調整勘定 △631 △816

  退職給付に係る調整累計額 15 △157

  その他の包括利益累計額合計 △700 △1,074

 非支配株主持分 3,132 3,134

 純資産合計 48,543 48,653

負債純資産合計 157,921 162,660
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

売上高 50,603 55,924

売上原価 42,153 47,963

売上総利益 8,450 7,961

販売費及び一般管理費 7,390 6,608

営業利益 1,060 1,352

営業外収益   

 受取利息 3 2

 受取配当金 66 67

 為替差益 6 40

 その他 92 88

 営業外収益合計 168 198

営業外費用   

 支払利息 192 214

 その他 70 13

 営業外費用合計 262 227

経常利益 965 1,323

特別利益   

 固定資産売却益 10 21

 退職給付制度改定益 － 253

 特別利益合計 10 274

特別損失   

 固定資産除売却損 12 49

 減損損失 152 －

 特別損失合計 164 49

税金等調整前四半期純利益 811 1,548

法人税、住民税及び事業税 189 140

法人税等調整額 6 289

法人税等合計 195 429

四半期純利益 615 1,118

非支配株主に帰属する四半期純利益 56 43

親会社株主に帰属する四半期純利益 558 1,075
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

四半期純利益 615 1,118

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △118 △12

 繰延ヘッジ損益 △19 △6

 為替換算調整勘定 9 △184

 退職給付に係る調整額 1 △173

 その他の包括利益合計 △127 △376

四半期包括利益 487 742

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 430 701

 非支配株主に係る四半期包括利益 57 41
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 
(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第１四半期連結累計期間において、ナイス物流株式会社はＳＤロジ株式会社を存続会社とする吸収合併により

消滅したため、連結の範囲から除外しております。

 
(追加情報)

(退職給付制度の改定)

当社及び一部の連結子会社は2022年４月１日に退職給付制度の改定を行い、確定給付企業年金制度の一部を企

業型確定拠出年金制度へ移行しました。

本制度の移行に伴う会計処理については、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用

指針第１号）を適用しております。本移行に伴う影響額は、当第１四半期連結累計期間の特別利益として253百

万円計上しております。

 
(表示方法の変更)

(四半期連結損益計算書関係)

前第１四半期連結累計期間において、「営業外収益」の「その他」に含めていた「為替差益」は営業外収益

の総額の100分の20を超えたため、当第１四半期連結累計期間より独立掲記することといたしました。この表

示方法の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の組替えを行っておりま

す。

この結果、前第１四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、「営業外収益」の「その他」98百

万円は、「為替差益」６百万円、「その他」92百万円として組み替えております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

 １　保証債務

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

顧客住宅ローンに関する抵当権設
定登記完了等までの間の金融機関
借入債務に対する連帯保証債務

485百万円 178百万円

 

 

２　貸出コミットメント契約

当社は、主要取引金融機関と貸出コミットメント契約を締結しております。

この契約に基づく当第１四半期連結会計期間末における借入未実行残高等は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

貸出コミットメントの総額 15,800百万円 15,800百万円

借入実行残高 5,385百万円 7,909百万円

差引額 10,415百万円 7,891百万円
 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及び

のれんの償却額は、次のとおりであります。

  
前第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

減価償却費  421百万円 393百万円

のれんの償却額  2百万円 2百万円
 

 

EDINET提出書類

ナイス株式会社(E02584)

四半期報告書

14/22



 

(株主資本等関係)

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月29日
定時株主総会

普通株式 281 30 2021年３月31日 2021年６月30日 利益剰余金
 

(注)　１株当たり配当額には、記念配当15円が含まれております。

 
２　基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

 
Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月29日
定時株主総会

普通株式 593 50 2022年３月31日 2022年６月30日 利益剰余金
 

(注)　１株当たり配当額には、特別配当10円が含まれております。

 
２　基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
（注）

合計

建築資材 住宅 計

売上高      

 外部顧客への売上高 39,749 8,629 48,378 2,225 50,603

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

437 56 493 1,063 1,557

計 40,186 8,685 48,872 3,288 52,160

セグメント利益又は損失(△) 1,952 △498 1,453 177 1,630
 

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、一般放送事業、建築工事事業及び

ソフトウェア開発・販売事業等を含んでおります。

 

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 1,453

「その他」の区分の利益 177

セグメント間取引消去 47

全社費用(注) △617

四半期連結損益計算書の営業利益 1,060
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 
３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

当第１四半期連結累計期間において、報告セグメントに帰属しない全社資産の減損損失152百万円を計上してお

ります。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
（注）

合計

建築資材 住宅 計

売上高      

 外部顧客への売上高 47,103 6,628 53,731 2,192 55,924

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

591 195 786 1,100 1,886

計 47,694 6,823 54,517 3,293 57,811

セグメント利益又は損失(△) 1,858 △379 1,479 324 1,803
 

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、一般放送事業、建築工事事業及び

ソフトウェア開発・販売事業等を含んでおります。

 

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 1,479

「その他」の区分の利益 324

セグメント間取引消去 △3

全社費用(注) △447

四半期連結損益計算書の営業利益 1,352
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 
(企業結合等関係)

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

EDINET提出書類

ナイス株式会社(E02584)

四半期報告書

17/22



 

(収益認識関係)

(顧客との契約から生じる収益を分解した情報)

前第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日至 2021年６月30日)

(単位：百万円)

 
報告セグメント その他

(注)
合計

建築資材 住宅 計

売上高      

建築資材 39,662 － 39,662 － 39,662

木材市場 86 － 86 － 86

一戸建住宅 － 2,196 2,196 － 2,196

マンション － 1,998 1,998 － 1,998

管理その他 － 4,119 4,119 － 4,119

その他 － － － 2,225 2,225

顧客との契約から生じる収益 39,749 8,314 48,064 2,225 50,289

その他の収益 － 314 314 － 314

外部顧客への売上高 39,749 8,629 48,378 2,225 50,603
 

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、一般放送事業、建築工事事業及び

ソフトウェア開発・販売事業等を含んでおります。

 
当第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日至 2022年６月30日)

(単位：百万円)

 
報告セグメント その他

(注)
合計

建築資材 住宅 計

売上高      

建築資材 47,014 － 47,014 － 47,014

木材市場 89 － 89 － 89

一戸建住宅 － 1,902 1,902 － 1,902

マンション － 821 821 － 821

管理その他 － 3,626 3,626 － 3,626

その他 － － － 2,192 2,192

顧客との契約から生じる収益 47,103 6,351 53,455 2,192 55,647

その他の収益 － 276 276 － 276

外部顧客への売上高 47,103 6,628 53,731 2,192 55,924
 

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、一般放送事業、建築工事事業及び

ソフトウェア開発・販売事業等を含んでおります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

１株当たり四半期純利益 60円14銭 91円33銭

 (算定上の基礎)   

 親会社株主に帰属する四半期純利益      (百万円) 558 1,075

 普通株主に帰属しない金額              (百万円) － －

 普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
(百万円)

558 1,075

 普通株式の期中平均株式数                (千株) 9,293 11,775
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2022年８月10日

ナイス株式会社

取締役会  御中

 

ＵＨＹ東京監査法人

東京都品川区
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 原　伸之  

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 鹿目　達也  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているナイス株式会社

の2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2022年４月１日から2022年６月

30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ナイス株式会社及び連結子会社の2022年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要

な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結
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財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以　上

 
 

(注) １　上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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